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平成２９年度第１回あきる野市総合教育会議  会議録  

 

 

１  開 催 日 平成３０年１月２６日（金）  

 

２  開 催 時 刻 午前１０時００分  

 

３  終 了 時 刻 午前１１時３４分  

 

４  場 所 あきる野市役所  ５階５０４会議室  

 

５  出 席 者 市      長    澤  井  敏  和  

教   育   長    私  市    豊  

委      員    田野倉  美  保  

委      員    丹  治    充  

委      員    坂  谷  充  孝  

委      員    小  西  フミ子  

 

 

 

６  欠 席 者 なし  

 

７  事務局職員  企画政策部長         宮  田  賢  吾  

企画政策課長         鈴  木  将  裕  

子ども家庭部長        山  際  由  晃  

子ども政策課長        岡  部  健  二  

子ども家庭支援センター所長  川久保    明  

保育課長           石  塚  光  輝  

教育部長           小  林  賢  司  

指導担当部長         鈴  木  裕  行  

生涯学習担当部長       佐  藤  幸  広  

教育総務課長         宮  田  健一郎  

指導担当課長         間  嶋    健  

生涯学習推進課長       松  島    満  
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（会議録）  

澤 井 市 長  皆さん、おはようございます。  

ただいまから、平成２９年度第１回あきる野市総合教育会議を開

催いたします 。本 当 に お 足 下 、 雪 の 中 、 出 席 賜 り ま し て 、 あ りが

とうございます。  

本日は、傍聴の希望がありますので、許可したいと思います。  

 会議の議長につきましては、あきる野市総合教育会議設置要綱第

４条第４項の 規定 に よ り 、 市 長 と な っ て お り ま す の で 、 私 が 進行

を務めさせていただきます。よろしくご協力をお願いいたします。 

それでは、次第に沿いまして、進めさせていただきます。  

最初に、私のほうからご挨拶申し上げます。  

総合教育会議につましては「地方教育行政の組織及び運営に関す

る法律」の改 正に よ り 、 平 成 ２ ７ 年 ４ 月 に 設 置 さ れ ま し た 。 これ

まで、「教育大綱」の策定、大綱に基づく取組及び放課後の児童対

策などについて、協議・調整を行ってまいりました。  

今回、協議をしていただく事項としてお示しいたしました「多様

な教育課題に 対す る 体 制 づ く り ～ 一 人 一 人 の ニ ー ズ に 応 じ た 支援

に向けて～」 につ き ま し て は 、 次 代 の 郷 土 「 あ き る 野 」 を つ くる

人材の育成、 教育 大 綱 の 基 本 理 念 に 示 す 「 あ き る 野 っ 子 」 を 育て

たいという市 長と し て の 思 い も あ り ま す 。 将 来 に わ た っ て 子 ども

たちが、自己 の特 性 を 尊 重 さ れ 、 の び の び と 学 べ る 教 育 環 境 のあ

り方について 協議 し て い た だ き た く 議 題 と し て 設 定 を さ せ て いた

だきました。  

さて、集団生活の中で様々な学びが行われている学校は、子ども

の教育、そし て成 長 に 大 き な 役 割 を 担 っ て お り ま す 。 先 生 方 やそ

れを支援して くだ さ る 方 々 に は 、 そ の 重 責 に ご 尽 力 を い た だ ける

ことに感謝を申し上げる次第でございます。  

しかし、現在、本当に子ども・家庭・学校を取り巻く社会環境は

複雑・多様化し、様々な課題も存在していると見ております。 こ

のような課題 は、 報 道 等 で も 見 聞 き す る 機 会 が 皆 さ ん も 少 な くは

ないと思います。  

本市においても、いじめ・不登校など、生活指導や特別支援教育

の充実などが 課題 と な っ て お り ま す 。 こ れ ら の 課 題 に 対 し て 、学

校現場におい て心 理 や 福 祉 等 の よ り 専 門 性 の あ る 人 材 を 活 用 する

とともに、教 員が 子 ど も と 向 き 合 う 時 間 を 十 分 に 確 保 で き る 体制

整備が必要ではないかと思っております。  
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そこで、冒頭お話しいたしましたとおり、今回の総合教育会議に

おきましては 「あ き る 野 っ 子 」 を 育 て る た め の 学 校 を 支 え る 体制

づくりについ て、 皆 様 と 有 意 義 な 議 論 を 交 わ せ れ ば と 考 え て おり

ます。どうぞよろしくお願いいたします。  

それでは、次第３の「協議・調整事項」に入らせていただきます。

始めに「（１）の多様な教育課題に対する体制づくり～一人一人の

ニーズに応じた支援に向けて～」であります。  

それでは、現在の取組や将来の対応など、指導担当部長からご説

いたします。よろしくお願いします。  

 

鈴木指導担当部長 平成３０年になりました今年は、秋川市と五日市町が平成７年に

合併してから ２３ 年 目 を 迎 え る 年 に な り ま す 。 そ の 間 に 、 適 応指

導教室や教育 相談 所 、 教 職 員 研 修 セ ン タ ー が 開 設 さ れ 、 そ の 取組

の充実が図ら れて 、 現 在 に 至 っ て お り ま す 。 そ う し た 間 に 、 社会

全体では、学 級崩 壊 や い じ め ・ 不 登 校 、 家 庭 や 地 域 の 教 育 力 に関

わる問題等の様々な教育課題が社会的にも話題になり、さらには、

確かな学力と 豊か な 心 の 育 成 、 信 頼 さ れ る 学 校 づ く り 、 特 別 支援

教育の推進等 、学 校 教 育 に 関 わ る 様 々 な 課 題 解 決 を 求 め ら れ る状

況になってお りま す 。 本 市 に お き ま し て も 、 学 校 の 教 育 活 動 を支

援するこれら の関 係 機 関 が 、 年 を 追 う ご と に 充 実 が 図 ら れ 、 現在

も中身の濃い教育活動を行っておりますが、学校におきましては、

こうした課題 に対 応 す る た め に 、 若 手 育 成 に 努 力 し つ つ 、 教 員の

資質向上を継続的に行っております。  

また、昨今では、働き方改革の視点も含めまして、学校の教育活

動を更に工夫 し、 業 務 の 改 善 を 図 っ て い か な け れ ば な ら な い 状況

でございます 。こ う し た 中 、 今 後 の あ き る 野 市 の 児 童 ・ 生 徒 の育

成に関わる学 校教 育 を 支 援 し て い く 体 制 に つ い て 、 一 人 一 人 のニ

ーズに応じた 支援 に 向 け た 多 様 な 教 育 課 題 に 対 す る 体 制 づ く りを

検討するに当 たり ま し て 、 資 料 １ を ご 用 意 し て お り ま す 。 こ の資

料につきまし て、 指 導 担 当 課 長 か ら 説 明 を い た し ま す 。 よ ろ しく

お願いいたします。  

 

澤 井 市 長  指導担当課長  

 

間嶋指導担当課長 それでは、資料に基づきまして、説明をさせていただきます。  

資料の構成でございますが、上段緑色に囲まれている部分が、あ
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きる野市教育 基本 計 画 第 ２ 次 計 画 の 六 つ の 重 要 課 題 に 基 づ い た現

状と課題でご ざい ま す 。 下 段 で ご ざ い ま す が 、 現 行 の 組 織 体 制が

ございまして 、右 側 に い き ま す と 、 そ の 解 決 の 視 点 と し て 協 議し

ていただきたい事項をまとめております。  

まず、学校でございますが、学びを深める場であるとともに、子

どもたちが社 会生 活 を 学 ぶ 場 で ご ざ い ま す 。 現 在 は 、 い じ め 、不

登校等の生活 指導 上 の 課 題 、 特 別 支 援 教 育 の 充 実 へ の 対 応 な ど、

学校の抱える 課題 は 複 雑 化 、 多 様 化 し て お り ま す 。 ま た 、 こ れら

の課題に対し 、心 理 や 福 祉 等 の 専 門 性 の あ る 人 材 を 活 用 す る とと

もに、教員が 子ど も と 向 き 合 う 時 間 の 確 保 等 の た め の 体 制 整 備が

求められております。  

それでは、課題ごとにご説明いたします。  

まずは、青色の課題 でご ざい ます 。「 い じめ ・不 登校 ０ （ゼ ロ）

への挑戦」で ござ い ま す 。 い じ め ・ 不 登 校 対 策 に 全 力 で 取 り 組ん

でいるところ でご ざ い ま す が 、 毎 年 ６ ０ 人 程 度 の 、 学 校 に 行 きた

くても行けな い、 い わ ゆ る 不 登 校 の 児 童 ・ 生 徒 が お り ま す 。 地域

や子どもの実 態に 応 じ た 支 援 体 制 の 強 化 を し て い く こ と で 、 子ど

もたちの在籍校復帰を図っていく必要がございます。そのために、

適応指導教室 、通 称 「 せ せ ら ぎ 教 室 」 が 市 役 所 別 館 ２ 階 に 設 置さ

れております 。こ ち ら で は 、 児 童 ・ 生 徒 の 心 理 状 態 と 連 携 を 図れ

るようにするため、秋川教育相談所と並びになっています。また、

不登校の子どもたちの環境面、特に家庭環境も支援できるように、

スクールソー シャ ル ワ ー カ ー を 配 置 し 支 援 を 行 っ て お り ま す 。こ

のように、教 育・ 心 理 ・ 福 祉 の ３ 面 か ら 、 多 面 的 に 支 援 を し てお

ります。通室 者は 昨 年 度 末 時 点 で ２ ７ 人 で ご ざ い ま す が 、 今 年度

は体験の入室 者を 含 め 、 既 に ３ ０ 人 を 超 え て い る 状 況 で ご ざ いま

す。  

続いて、赤色の課題「学力向上対策の強化」でございます。授業

力はもちろん 、生 活 指 導 力 、 ま た 、 良 い 授 業 を 設 定 す る に は 、外

部人材の活用 を含 め る と 外 部 折 衝 力 な ど 、 教 員 に は 様 々 な 力 が求

められており ます 。 こ れ ら の 力 を 育 成 す る に は 、 教 員 の 研 修 体制

の一層の充実 が求 め ら れ ま す 。 本 市 に は 、 約 ４ ０ ０ 人 の 教 員 がお

りますが、そ のう ち 約 １ ０ ０ 人 が あ き る 野 市 の 学 校 を 初 任 校 とし

ております。 経験 が 全 て で は あ り ま せ ん が 、 経 験 を 補 う 学 び の機

会を設定していく必要があります。  

また、小学校においては、特別支援教室が設置され、自校で特別
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な支援を要す る児 童 の 指 導 が 受 け ら れ る よ う に な り ま し た 。 保護

者が送迎しな くて い い 、 短 い 時 間 の 指 導 が 受 け ら れ る な ど 、 児童

及び保護者の 負担 が 減 っ た こ と に 伴 い 、 入 室 希 望 者 は 増 加 し 、そ

れに伴い、担 当の 巡 回 指 導 教 員 も 増 加 し ま し た 。 こ の 現 象 は ほか

の地域でも見 られ ま す 。 今 後 、 新 規 の 巡 回 指 導 教 員 を 育 成 す る必

要があります 。こ の た め 、 研 修 を 通 じ て 、 特 別 な 支 援 を 要 す る児

童を指導する ため の 専 門 性 を 育 て て い く 必 要 が あ り ま す 。 現 在、

学校内での研 修を 計 画 的 に 行 っ て い た だ い て い ま す が 、 そ れ に加

え、指導室が 中心 に な っ て 計 画 す る 校 外 の 研 修 が ご ざ い ま す 。さ

らに、五日市 出張 所 に あ る あ き る 野 市 教 職 員 研 修 セ ン タ ー に 在籍

する先生たち に、 経 験 を 生 か し た 若 手 教 員 へ の 指 導 を し て い ただ

いております 。教 職 員 研 修 セ ン タ ー の 先 生 方 は 退 職 校 長 で 、 東京

都の非常勤教 員や 市 の 非 常 勤 嘱 託 員 の 方 々 で す 。 今 後 、 一 層 の研

修の充実が求 めら れ る 中 、 指 導 室 と の 連 携 を 密 に し て い き た いと

考えておりま す。 し か し 、 距 離 的 な 連 携 の 難 し さ は ご ざ い ま す。

また、東京都 の非 常 勤 教 員 を 教 職 員 研 修 セ ン タ ー に 配 置 で き るの

は、平成３０ 年ま で と な っ て お り ま す 。 体 制 維 持 に 向 け て 検 討し

ていく必要があります。  

最後に、黄色の課題「特別支援教育の推進」でございます。特別

な支援を要す る子 ど も の 早 期 発 見 ・ 早 期 対 応 は 、 子 ど も の 困 り感

を改善し、長 い間 感 じ て い る 困 り 感 か ら 生 じ る 自 己 肯 定 感 の 低下

など、二次障 害を 防 ぐ な ど の 効 果 も あ り ま す 。 本 市 に お い て は、

秋川教育相談所を巡回相談所の拠点とし、気になるお子様に対し、

学校だけでな く、 幼 稚 園 ・ 保 育 所 に 対 し て も 、 巡 回 相 談 を 積 極的

に実施してま いり ま し た 。 平 成 ２ ８ 年 度 の 実 績 で は 、 小 中 学 校の

巡回相談が９ ３回 で ５ ５ ９ 人 で あ る の に 対 し 、 幼 稚 園 ・ 保 育 所の

巡回相談は９ ３回 で ４ ０ ４ 人 と な っ て お り 、 人 数 は 学 校 の 方 が多

いものの、回 数は 同 数 で あ り 、 就 学 前 の 支 援 に 対 し て も 、 積 極的

に取り組んで おり ま す 。 幼 稚 園 ・ 保 育 所 の 児 童 が 障 が い 児 認 定を

受けることで 、東 京 都 か ら 、 加 配 の た め の 助 成 が 受 け ら れ る 制度

もございます 。今 後 は 幼 稚 園 ・ 保 育 所 か ら の 臨 床 心 理 士 の 検 査結

果報告書の作 成が 、 今 ま で 以 上 に 要 請 さ れ る こ と に な る と 想 定さ

れます。臨床 心理 士 を 始 め と し た 教 育 相 談 所 の 充 実 も 求 め ら れて

おります。ま た、 学 齢 期 だ け で な く 、 就 学 前 の 子 ど も た ち の 支援

について、特 に巡 回 相 談 の 拠 点 で あ る 教 育 相 談 所 は 、 子 ど も 家庭

支援センター 等と の 連 携 が 重 要 に な る と 考 え て お り ま す 。 こ れま
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で、市役所の 別館 １ 階 、 ２ 階 で あ っ た 相 互 関 係 が 距 離 的 に 遠 くな

り、今後、連携の仕方の工夫が求められます。  

下段の左の地図には、現行の支援体制、それぞれの課題の中心と

なる施設を色 分け し て お り ま す 。 そ し て 、 右 側 の 地 図 に は 、 上記

の課題を解決 する 視 点 と し て 、 ７ 項 目 、 教 育 相 談 体 制 の 一 層 の充

実、適応指導 教室 の 機 能 の 強 化 、 巡 回 相 談 体 制 の 強 化 、 教 職 員研

修センターと 指導 室 と の 連 携 を 強 化 、 幼 ・ 保 と の 連 携 の 推 進 、子

ども家庭支援 セン タ ー と の 連 携 の 強 化 、 教 員 の 働 き 方 改 革 を 記載

しました。  

本日は課題解決に向け、よろしくご協議いただければと考えてお

ります。以上でございます。  

 

澤 井 市 長  ありがとうございました。  

現在、教育委員会が行う学校や児童・生徒を支援する体制につき

ましては、教 育相 談 所 、 適 応 指 導 教 室 、 教 職 員 研 修 セ ン タ ー があ

ります。なお 、適 応 指 導 教 室 は 通 称 「 せ せ ら ぎ 教 室 」 と 呼 ん でい

ます。  

設置場所ですが、あきる野市役所別館に秋川教育相談所と適応指

導教室を設置 し、 五 日 市 出 張 所 に は 五 日 市 教 育 相 談 所 と あ き る野

市教職員研修 セン タ ー を 設 置 し て お り ま す 。 秋 川 教 育 相 談 所 は、

特別支援教育 の推 進 に 関 わ る 巡 回 相 談 員 の 拠 点 と も な っ て お りま

す。  

また、あきる野市教職員研修センターにつきましては、主に採用

１年目から４ 年目 ま で の 若 手 の 教 員 の 指 導 を 行 っ て お り ま す 。若

手教職員増加 に伴 う 指 導 力 の 育 成 や 、 特 別 支 援 教 室 の 設 置 に 伴い

新たに配置さ れる 巡 回 指 導 員 の 専 門 性 の 育 成 及 び そ の 指 導 体 制の

維持や改善が課題となっております。  

ただいま、説明があった内容も含め、学校の支援体制の充実に向

けて、委員の 皆様 か ら ご 意 見 を 伺 い た い と 思 い ま す 。 よ ろ し くお

願いいたします。  

 

私 市 教 育 長 では、私から、よろしいですか。本日、市長に「多様な教育課題

に対する体制 づく り 」 と い う テ ー マ で 総 合 教 育 会 議 を 開 い て いた

だき、まずお礼を申し上げたいと思います。  

あきる野市の学校教育は、皆様もご存じのとおり一人一人を大切

にする特別支 援教 育 、 こ れ が 基 本 と な っ て お り 、 こ の 考 え 方 の下
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に、様々な施 策を 展 開 し て お り ま す 。 先 ほ ど 指 導 担 当 部 長 か ら説

明がありまし たよ う に 、 合 併 以 来 、 ２ ３ 年 が 経 っ て 、 学 校 を 支援

する体制など 様々 な 課 題 が 出 て き て い る こ と を 私 も 承 知 し て いま

して、総合的 な施 策 を 考 え な け れ ば い け な い 時 期 に 来 て い る と思

っておりまし た。 そ の よ う な 中 、 こ の テ ー マ を 、 総 合 教 育 会 議の

議題として、 皆様 に 協 議 し て い た だ く こ と に な り ま し た 。 本 当に

有り難く思っ てお り ま す の で 、 是 非 、 委 員 の 皆 様 か ら 様 々 な 意見

をいただけれ ばと 、 私 も 思 っ て お り ま す 。 ど う ぞ よ ろ し く お 願い

いたします。私からは、以上です。  

 

澤 井 市 長   丹治委員  

 

丹 治 委 員   「多様な教 育課 題 に 対 す る 体 制 づ く り 」 に つ い て は 、 子 ど もた

ち一人一人の 充実 し た 家 庭 で の 教 育 、 あ る い は 、 行 政 の 学 校 に対

する支援など 、様 々 な 点 で 、 課 題 を 解 決 し て い く こ と で 、 こ れか

ら、子どもた ち、 大 人 の 住 み や す い 市 に な る の で は な い か と いう

気がいたしま す。 そ う い っ た 意 味 で 、 私 も 、 今 回 の テ ー マ と して

取り上げていただいて、良かったなという感想を持っています。  

 そこで「い じめ ・ 不 登 校 ０ へ の 挑 戦 」 に つ い て 、 先 ほ ど の お話

の中で、適応 指導 教 室 が ６ ０ 人 を 超 え る 子 ど も た ち の 対 応 に 当た

っているとい うこ と で し た が 、 適 応 指 導 教 室 の 中 で 行 わ れ て いる

活動の内容、 それ か ら 、 そ の 内 容 を 更 に 充 実 さ せ る た め に 、 解決

の視点として 挙げ ら れ て い ま す が 、 人 的 な 機 能 も 含 め て 考 え てい

かなければな らな い と 思 い ま す 。 こ の 課 題 解 決 に 向 け て 、 ど のよ

うな組織を作 るの か と い う 課 題 と 関 係 が あ る と 思 い ま す の で 、具

体的に現在、 適応 指 導 教 室 で 行 わ れ て い る 活 動 の 内 容 に つ き まし

て、お話しいただければと思います。以上です。  

 

澤 井 市 長  ただいま、組織の問題についてお話が出ました。現在、適応指導

教室で行われている活動について、説明願います。指導担当課長  

 

間嶋指導担当課長 せせらぎ教室では、指導担当部長の監督の下、教育相談所と連携

しながら、対 人関 係 及 び 集 団 生 活 へ の 不 適 応 感 の 克 服 に 向 け た取

組、学習内容 等へ の 適 応 、 教 科 の 指 導 な ど を 行 っ て お り ま す 。そ

のほか、自立心の育成、また、中学校３年生などに対しましては、

進学の支援等も行っております。  
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また、対人関係についての学習活動として、せせらぎ教室の教室

だけではなく 、秋 川 体 育 館 に お い て 、 グ ル ー プ で 遊 び や 運 動 を通

じた活動などを行っております。以上でございます。  

 

澤 井 市 長  ありがとうございます。よろしいでしょうか。丹治委員  

 

丹 治 委 員  教科指導、ソーシャルスキルに関連した体育館での体育・スポレ

ク、３年生へ の受 験 指 導 等 を 行 っ て い る と い う こ と で 、 こ こ に関

わる方々の職 務や 指 導 内 容 は 、 か な り 多 岐 に わ た っ て い る と 思い

ます。そうい った 意 味 で 、 こ れ か ら 人 的 な 自 立 を 図 り 、 適 応 指導

教室の機能の 強化 を 図 る と い う 点 で は 、 是 非 、 そ の 辺 り を 考 慮し

た上で、人数 の問 題 と 研 修 の 問 題 の 解 決 が 相 互 に 必 要 だ と 思 いま

すので、これからも進めていただければと思います。以上です。  

 

澤 井 市 長  ありがとうございました。人の配置が重要になってくるかと思い

ます。ほかに何かありますか。田野倉委員  

 

田 野 倉 委 員 今、せせらぎ教室についての質問が出ましたので、それに関連し

てお聞きしたいと思います。  

不登校の児童・生徒数が平成２８年度末で６１人、そのうち適応

指導教室に通室されている生徒が２７人と資料にあります。先日、

せせらぎ教室 にお 邪 魔 し た と き に 、 今 年 度 、 既 に ３ ９ 人 の 方 が通

室していると お聞 き し ま し た 。 ３ ９ 人 全 員 が 毎 日 来 る と い う わけ

ではないので すけ れ ど も 、 教 室 の 中 を 実 際 に 見 せ て い た だ い て、

やはり、場所 がか な り 手 狭 と い う か 、 人 数 に 対 し て 場 所 が も う満

杯状態でした 。ス タ ッ フ の 人 数 に つ い て も 、 も う 少 し ど う に かし

なければ対応しきれないのではないかという懸念を抱きました。  

先ほど、指導担当課長からもお話がありましたが、本当に一人一

人に、隣に座 って 学 習 指 導 を さ れ て い ま し て 、 個 別 に 、 そ の 子の

ことを考えて 、学 習 指 導 を し な が ら 、 そ の 子 が ど の よ う な 家 庭環

境で、どのような気持ちで通っているかということまで配慮して、

一対一で関わ り合 い な が ら 指 導 し て い る と い う 、 非 常 に 手 厚 い、

きめ細かな対応を拝見してまいりました。「通いたい」という生徒

や児童が近年 すご く 増 え て い る と い う お 話 も 伺 い ま し た 。 不 登校

の児童・生徒 数も 増 加 し て い る の で す が 、 そ れ に 加 え て 「 通 って

みたい」、「行きた い 」 と い う 生 徒 が 増 え て い る と い う こ と は 、せ
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せらぎ教室の 認知 度 が 上 が っ て き た 、 あ る い は 、 せ せ ら ぎ 教 室に

対する信頼度が、すごく上がってきているのだと思います。  

学校に通えない子どもたちにとっての居場所、心のよりどころに

なっている部 分が 多 い と 思 い ま す の で 、 是 非 と も 、 せ せ ら ぎ 教室

の機能を充実させて、それを必要としている子どもたちのために、

体制づくりを もう 少 し 考 え て い か な け れ ば な ら な い 時 期 に 来 てい

るのだと思います。  

聞いたところによりますと、五日市地区からせせらぎ教室に通う

児童・生徒の 数と 、 旧 秋 川 地 区 か ら せ せ ら ぎ 教 室 に 通 う 児 童 ・生

徒の数というのが、バランスを欠いているようです。どうしても、

市役所の別館 とい う 地 理 的 な 問 題 が 五 日 市 地 区 の 生 徒 に と っ て、

通いたくても 毎日 通 う の は 大 変 だ と い う 、 距 離 的 、 時 間 的 な 問題

があると思い ます 。 場 所 も 今 、 別 館 に １ か 所 だ け と い う 状 況 なの

で、みんなが通えるような形に変えていける可能性があるのなら、

検討してみていただければと思います。以上です。  

 

澤 井 市 長  今、田野倉委員から、せせらぎ教室について、手狭ではないかと

いうこと、スタッフの問題、場所の問題等、ご意見がありました。

この辺も一つ の課 題 と し て 取 り 上 げ て い た だ い て 、 議 論 し て いた

だければ有り難いと思っております。はい、教育長  

 

私 市 教 育 長 関連して、事務局に確認です。せせらぎ教室は、適応指導教室で

あり、学校に 復帰 を さ せ る た め の 機 関 で あ る と い う の が 基 本 であ

ると思うので すが 、 そ の 辺 の 兼 ね 合 い と い う か 、 せ せ ら ぎ 教 室に

通いたいとい うの は い い け れ ど も 、 目 的 は 学 校 に 復 帰 さ せ る こと

なので、現状 と目 的 が 合 っ て い る か ど う か 、 そ の 辺 は ど の よ うに

捉えていますか。  

 

澤 井 市 長  指導担当課長  

 

間嶋指導担当課長 適応指導教室の運営については、要綱に基づきますと、不適応児

童・生徒の復 帰を 図 る こ と が 一 番 の 目 的 と な っ て お り ま す が 、現

状として、お 子さ ん の 中 に は 、 心 の 居 場 所 と し て 求 め て い る 方も

います。その 兼ね 合 い も あ り 、 学 校 復 帰 に 向 け た 計 画 を 組 み 立て

て、短期的に 実現 で き る と い う も の で は ご ざ い ま せ ん 。 長 期 的な

計画を立て、 子ど も た ち の 心 理 的 、 そ れ 以 外 に も 、 ソ ー シ ャ ル的
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なスキルとい うも の を 長 期 的 に 育 て て い き な が ら 、 在 籍 校 復 帰に

こだわらず「 学校 復 帰 」 と い う 形 を 目 指 し て い ま す 。 実 際 に 、高

校への進学を 機に 、 学 校 へ 戻 る と い う お 子 さ ん も い ま す 。 昨 年度

の実績として も、 非 常 に 数 多 く い ま し た 。 最 終 的 に は 、 在 籍 校復

帰が最も望ま しい の で 、 月 １ 回 程 度 、 在 籍 校 管 理 職 と せ せ ら ぎ教

室で連絡会を 行っ て お り ま す が 、 加 え て 、 進 学 に 向 け て の 将 来的

な取組を行っているということでございます。  

 

澤 井 市 長  指導担当部長  

 

鈴木指導担当部長 補足いたします。完全に学校復帰した児童・生徒はせせらぎ教室

から退室する とい う こ と に な り ま す が 、 こ の 数 は 現 時 点 で は 、非

常に少ない状況であります。しかし、現在、籍 を置 い てい る 児童・

生徒の中には、例えば、「今日はちょっと学校に行ってきました。」

とか、「 今度、学校 に 行 っ て 担 任 の 先 生 に 会 っ て き ま す 。」 と か、

そのような形 で一 時 的 に 学 校 に 行 き 、 せ せ ら ぎ 教 室 で 頑 張 る とい

う児童・生徒 がか な り 増 え て き て い ま す 。 こ の よ う な 形 で 、 学校

へ通う機会を 増や し な が ら 、 復 帰 に つ な げ て い く と い う 支 援 をし

ています。  

 

澤 井 市 長  よろしいでしょうか。では、坂谷委員  

 

坂 谷 委 員  関連してお伺いします。分かる範囲でいいのですが、平成２８年

度３月末時点 で、 全 校 ２ ７ 人 の 方 が 通 室 さ れ て い る と 資 料 に あり

ますが、通室者がどちらから通っているのかという地域的な部分、

例えば、秋川 地区 ・ 五 日 市 地 区 で い う と 、 ど う い っ た 内 訳 に なっ

ているのでし ょう か 。 そ れ か ら 、 不 登 校 児 童 ・ 生 徒 の 数 が ６ １人

とありますが 、そ の 内 訳 は ど う な っ て い る の で し ょ う か 。 せ せら

ぎ教室を必要 とし て い る 方 が ど の 辺 り に 住 ん で い ら っ し ゃ る のか

を知りたいので、教えていただければと思います。  

 

澤 井 市 長  指導担当課長  

 

間嶋指導担当課長 平成２９年１２月現在の数字で申し上げますと、３７人が通室し

ています。そ の中 で 、 １ ２ 月 末 の 結 果 で は 、 五 日 市 地 区 は ３ 人、

残りは秋川地 区と い う こ と に な り ま す 。 そ れ か ら 、 不 登 校 児 童・
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生徒の割合に つい て は 、 ち ょ っ と お 時 間 を い た だ い て よ ろ し いで

しょうか。すぐにカウントします。  

 

澤 井 市 長  集計している間に、ほかに、坂谷委員のほうから何かありますか。 

回答を待ってからでよろしいですか。  

では、小西委員  

 

小 西 委 員  すみません。単純な質問からさせていただきたいのですが、ここ

に数えられる 不登 校 児 童 ・ 生 徒 の 人 数 に つ い て 、 不 登 校 と 認 めら

れる期間、お 休み を さ れ る 期 間 は 、 ど れ く ら い の 人 を 対 象 と して

不登校というのか、まずお伺いしたいと思います。  

 

澤 井 市 長  指導担当部長  

 

鈴木指導担当部長 調査・集計する上では、年間で３０日以上の欠席をした児童・生

徒を不登校児 童・ 生 徒 と し て 、 集 計 し て お り ま す 。 し か し 、 学校

に通いたくて も通 え な い 、 不 登 校 の 状 態 の お 子 様 と い う の は 、そ

の「３０日」 で切 る も の で は あ り ま せ ん の で 、 欠 席 の 数 に つ いて

は、ばらつきがございます。  

 

澤 井 市 長  小西委員  

 

小 西 委 員  もう一つお伺いします。学校にも、せせらぎ教室にも通えずに、

ずっと在宅で 引き 籠 も っ て い る 児 童 ・ 生 徒 に 対 し て 、 ス ク ー ルソ

ーシャルワー カー が 訪 問 す る と い う の は あ る そ う で す け れ ど も、

そのほかに、 例え ば 、 保 健 師 で あ る と か 、 家 庭 教 師 的 な も の を派

遣するような制度はないのですか。  

 

澤 井 市 長  指導担当部長  

 

鈴木指導担当部長 スクールソーシャルワーカーの訪問以外には、学校の担任や関係

する教員が家 庭を 訪 問 す る 、 本 人 に 会 う と い う こ と は 行 っ て おり

ます。それ以外に、医療機関や福祉の機関での対応が でき る 児童・

生徒について は、 福 祉 サ ー ビ ス 等 を 利 用 す る と い う こ と は あ りま

す。学校関係では、今申し上げたような状況であります。  

 



- 12 - 

小 西 委 員  もう何年か前なのですけれども、五日市の奥から、兄弟でそれぞ

れせせらぎ教 室に 通 っ て い た 子 が い ま し た 。 そ の 子 は 、 せ せ らぎ

教室が遠いの で、 通 い き れ な く な っ て し ま い 、 約 ３ 年 間 近 く 不登

校になってし まっ た の で す 。 そ の お 子 さ ん が 学 校 に 行 け ず 、 家に

居ることで問 題に な っ た の が 、 中 学 時 代 に 祖 母 と の 関 係 が と ても

悪くなってし まっ て 、 家 に い る こ と で イ ラ イ ラ す る こ と と 、 祖母

とのやりとり がと て も 良 く な く な っ た と い う こ と が 実 際 に あ りま

して、そこに 、ボ ラ ン テ ィ ア さ ん が 入 っ て く れ て と て も 救 わ れた

というお話を 伺っ た の で す 。 そ の ボ ラ ン テ ィ ア と い う の が 、 市の

関係者なのかと思ったもので、お聞きしました。  

 

澤 井 市 長  この件について、何か分かりますか。指導担当部長  

 

鈴木指導担当部長  ボ ラ ン テ ィ ア の 方 が 家 庭 訪 問 を し て 支 援 す る と い う 対 応 に つ い

てですが、東 京都 教 育 委 員 会 の ほ う で ボ ラ ン テ ィ ア を 派 遣 す る仕

組を持ってい ます 。 ま た 、 学 校 の ほ う で も 、 そ れ は 学 校 の 判 断に

よりますけれ ども 、 例 え ば 、 心 理 学 を 専 門 と す る 大 学 生 な ど 、学

生のボランテ ィア 活 動 を う ま く 活 用 し な が ら 対 応 す る と い う こと

もあります。 それ は 、 ケ ー ス ご と に よ っ て 、 考 え ら れ た 対 応 を行

えたものもあるということであります。  

 

澤 井 市 長  では、小西委員からボランティアのお話がありましたけれど、東

京都のほうで行ったかどうかは、分からないですか。  

 

鈴木指導担当部長 委員がおっしゃったケースについて、どのような形での対応なの

かは、ちょっと分かりません。  

 

澤 井 市 長  はい、分かりました。それでは、指導担当課長、先ほどの坂谷委

員の質問に対する回答は。  

 

間嶋指導担当課長 先ほどの数字でございますが、五日市地区の不登校児童・生徒の

人数は１１人 でご ざ い ま す 。 小 学 校 １ 人 、 中 学 校 が １ ０ 人 と いう

内訳でございます。  

 

澤 井 市 長  坂谷委員  
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坂 谷 委 員  今の数字は、平成３０年の人数でしょうか。五日市地区は答えて

いただきまし たが 、 全 校 で 何 人 か と い う こ と に つ い て も 、 教 えて

ください。  

 

間嶋指導担当課長 平成２９年１２月末の数字でございます。全校の不登校児童・生

徒の合計人数 が１ ２ 月 末 で ６ ３ 人 と い う 数 字 で ご ざ い ま す の で、

その中の１１人が五日市地区ということになります。  

 

澤 井 市 長  坂谷委員、何かほかにありますか。  

 

坂 谷 委 員  今のお話を伺いますと、市役所別館にあるせせらぎ教室に五日市

から通いにく いと い う 距 離 的 な 問 題 も 、 区 間 的 な 問 題 も あ る と思

います。その １１ 人 の 不 登 校 の 方 の う ち ３ 人 が 今 、 せ せ ら ぎ 教室

に通っておら れる と い う こ と で す け れ ど も 、 残 り の ８ 人 の 方 はど

うしているの かな と 気 に な り ま す 。 も ち ろ ん 、 秋 川 地 区 の 方 につ

いても、通室 され て い な い 残 り の 方 た ち は ど う し て い る の か と非

常に気にかか る部 分 で す け れ ど も 、 先 ほ ど の 小 西 委 員 か ら の 質問

の回答にもあ りま し た と お り 、 訪 問 等 で 対 応 さ れ て い る と い う現

状を伺うと、 例え ば 、 五 日 市 地 区 に も 教 室 が あ っ た り 、 ま た 、人

員的な問題、 広さ 的 な 問 題 と い う の が 改 善 さ れ て い く と 、 も っと

もっと不登校 児童 ・ 生 徒 を 学 校 復 帰 に つ な げ て い け る の で は ない

かと考えます。以上です。  

 

澤 井 市 長  ほかに、何でも構いません。この問題から多少ずれても結構です。 

丹治委員  

 

丹 治 委 員  特別支援教育の推進の中で、発達検査実施の依頼数の増加への対

応が必要であ ると 、 橙 色 で 現 状 の 視 点 に 書 い て あ り ま す 。 こ の発

達検査を必要 とし て い る と い う の は 、 誰 か ら の 依 頼 な の で し ょう

か。保護者な のか 、 あ る い は 、 今 ま で 子 ど も た ち を 見 て い た 相談

員の方なのか、いかがでしょうか。  

 

澤 井 市 長  指導担当課長  

 

間嶋指導担当課長 最終的には保護者からの承諾、依頼ということになります。  
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丹 治 委 員  今までの例ですと、保護者からの依頼はどの程度ありますか。逆

に保護者以外 の巡 回 相 談 員 の 方 か ら 、 保 護 者 の 方 に 話 を し て 、理

解を得ながら 発達 検 査 を 実 施 す る と い う こ と も あ ろ う か と 思 うの

ですが、その辺いかがですか。  

 

澤 井 市 長  

 

指導担当課長  

間嶋指導担当課長 巡回相談の中で、気になるお子さんがいたという場合には、当然、

幼稚園・保育 所と お 話 を し 、 こ ち ら か ら 保 護 者 に お 話 し に 伺 いま

す。そして、 幼稚 園 ・ 保 育 所 と 保 護 者 が お 話 し し て い た だ い て、

最終的に保護 者の 承 諾 を 得 た 段 階 で 検 査 を 受 け る と い う 流 れ にな

っております 。何 件 受 け て い る か と い う 数 字 が 今 、 手 元 に な いの

ですが、巡回相談の数は先ほど申し上げたとおり、４０４人です。 

相談件数については、平成２８年度は、就学相談の対象児童が、

保育所で４０ 人、 幼 稚 園 で ３ ０ 人 と い う 数 字 が 出 て い ま す 。 合計

７０人、これ は保 育 課 の ほ う で 出 し て い た だ い て い る 数 字 で 、全

てが教育相談 所で 対 応 し て い る わ け で は な く 、 お 医 者 さ ん ま で行

っている場合 もあ り ま す 。 こ の 内 訳 は ち ょ っ と わ か ら な い の で、

確認させていただければと思います。  

 

澤 井 市 長  丹治委員  

 

丹 治 委 員  相談件数というよりも発達検査の実施回数なのですが、今後、増

加への対応が 必要 で あ る と い う こ と で あ れ ば 、 具 体 的 に 、 昨 年度

はどのくらい やら れ た の か な と い う 質 問 な の で す 。 今 、 分 か らな

ければ結構で す。 お そ ら く こ れ か ら 増 え て く る と い う こ と は 予想

されますから 。そ う い っ た 中 で 、 巡 回 相 談 員 が 今 後 、 か な り 必要

になってくる とい う 予 測 が 立 つ の で す が 、 そ う い っ た 中 で 、 早期

発見あるいは 、早 期 対 応 と い う 観 点 か ら 、 幼 稚 園 ・ 保 育 所 に 向け

た加配申請に つい て 、 こ の 障 が い 児 の 認 定 と い う の は 、 何 を もっ

て認定するの でし ょ う か 。 そ れ に よ っ て 、 都 の ほ う か ら 配 置 され

る人数等につ いて の 規 制 、 助 成 を 受 け る た め の 規 制 が 出 て く るの

ではないかと 思う の で す け れ ど も 、 そ の 辺 を 、 分 か り ま し た ら教

えてください。  

 

澤 井 市 長  保育課長  
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石塚保育課長 まず、平成２８年度の障がい認定について、市がどのような形で

障がい認定を 行う か と い う こ と に つ き ま し て 、 お 話 し し ま す 。障

がい認定につ きま し て は 、 障 が い 手 帳 を お 持 ち の 方 、 そ れ か ら、

特別な配慮が 必要 で あ る と い っ た よ う な 、 医 師 の 意 見 書 、 診 断書

などをご提示 いた だ い た 場 合 に 認 定 し て い る 状 況 で ご ざ い ま す。

以上でございます。  

 

澤 井 市 長  丹治委員  

 

丹 治 委 員  そうすると、手帳をお持ちの方、あるいはその医師からの意見書

等が必要とい うこ と に な る と 、 逆 に 少 な い 気 が す る の で す が 、そ

のようなことはないのですかね。  

 

澤 井 市 長  保育課長  

 

石 塚 保 育 課 長  市として、加配の認定、すなわち補助の対象もしくは保育園の入

園費等の支払 に充 て る 加 算 部 分 が 付 く わ け な ん で す け れ ど も 、そ

れを認定する ため に は 、 そ れ な り に 、 客 観 的 な 、 資 料 的 な 部 分が

必要となるの で、 医 師 の 診 断 書 等 を ご 提 示 い た だ い て い ま す 。実

際には、まず は巡 回 相 談 の な か で 、 臨 床 心 理 士 さ ん の 見 立 て によ

りまして、園 のほ う に 、 保 護 者 へ の 説 明 を お 願 い し ま す 。 園 での

園児のこと、 当然 、 園 で は 、 特 別 な 配 慮 を 必 要 と し な い お 子 さん

と一緒に扱う わけ で す の で 、 ど う い っ た 配 慮 が 必 要 か と い う 指導

をしっかりと した 上 で 、 い い 形 で 、 お 子 さ ん の 望 ま し い 成 長 につ

ながるよう、 保護 者 に 対 し て は 、 お 医 者 さ ん に つ な ぐ と い う 方針

でやっております。  

件数自体は、この巡回相談の数、延べ人数でありますけれど、年々

需要が増えて いる 状 況 で は あ り ま す 。 や は り 、 こ の 件 数 が 増 える

ということで 、当 然 そ れ に 比 例 し て 、 発 達 検 査 に つ い て も 、 需要

が増える可能性があると考えております。  

 

澤 井 市 長  小西委員  

 

小 西 委 員  それに関連してお伺いします。  

あきる野ルピアに、子ども家庭支援センター、子育てひろばなど

ができたことは、とても良かったと思うのですね。  
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障がいや、ほかの子と違うということを発見するのにおいても、

秋川保健相談 所な ど で 行 わ れ て い る 乳 幼 児 健 診 、 １ 歳 半 や ３ 歳で

受診する乳幼 児健 診 、 そ う い っ た ス ク リ ー ニ ン グ と い う の は 、と

ても大事なこ とだ と 思 う の で す 。 そ の と き に 、 一 番 、 関 わ る のが

保健師さんで 、母 親 と し て は 、 と て も 頼 り に す る し 、 相 談 も しや

すいと思うの です が 、 ル ピ ア の 中 に は 、 こ の 保 健 師 や 保 育 士 は常

時何人くらい いら っ し ゃ る の で し ょ う か 。 ま た 、 ル ピ ア 内 の 子育

て施設の利用に当たっては、最初に名前を登録すれば、いつでも、

誰でも行って いい の か 、 例 え ば 、 祖 母 が 行 っ て も い い の か と いう

ことをお伺いしたいです。  

 

澤 井 市 長  子ども家庭支援センター所長  

 

川久保子ども家庭支援  

センター所長 

あきる野ルピアの２階ですが、子ども家庭支援センターと、健康

課の母子保健 の総 合 窓 口 が ご ざ い ま す 。 子 ど も 家 庭 支 援 セ ン ター

には、保健師 が２ 人 い ま す 。 健 康 課 の 母 子 保 健 窓 口 に つ き ま して

は、常勤の保 健師 が １ 人 、 非 常 勤 の 保 健 師 が １ 人 、 非 常 勤 の 看護

師が２人の４ 人体 制 で 、 常 時 ２ 人 配 置 す る よ う な 形 で ロ ー テ ーシ

ョンを組んでおります。  

 

小 西 委 員   利用については、誰でも可能でしょうか。  

 

川久保子ども家庭支援  

センター所長 

 失礼いたしました。いつでも、誰でも来ていただいて結構です。

ただ、利用可 能時 間 が 本 庁 舎 と 若 干 時 間 が 違 い ま し て 、 あ き る野

ルピアの開館 時間 と 合 わ せ て 、 午 前 １ ０ 時 か ら 午 後 ６ 時 半 ま でと

なっています。  

 

澤 井 市 長   小西委員  

 

小 西 委 員  私は、立川で子育て支援施設に関わったことがあるのですけれど

も、その場所 では 、 い ろ い ろ な 所 か ら お 母 さ ん た ち が 集 ま っ てき

て、お母さん同士で赤ちゃんの違いとか、悩みの相談をするのに、

とてもよく利 用さ れ て い ま し た 。 私 は 、 祖 母 と し て 孫 を 連 れ て行

ったのですが 、そ の よ う に 、 お 母 さ ん 方 が 相 談 で き る 場 所 、 例え

ば、遅れてい る子 ど も た ち も 、 一 番 身 近 な 赤 ち ゃ ん の 真 似 を して

遊び方を覚え たり す る の で 、 赤 ち ゃ ん 同 士 も 交 流 で き る 場 所 、こ
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れがルピアに でき た こ と 、 障 が い を 見 分 け る 保 育 士 さ ん や 保 健師

さんがいると いう こ と に つ い て も 、 私 は 、 と て も 大 事 で あ る し、

将来的にとてもいいことだなと思いました。  

それから、もう一つ気になるのが、乳幼児から一貫で、例えば、

高等部のある あき る 野 学 園 、 都 立 秋 留 台 高 校 に し て も 、 障 が いの

ある生徒が通 学で き ま す よ ね 。 で も 、 卒 業 し て 就 職 し た 後 、 例え

ば、電話を掛 けて 、 職 場 の 帰 り に ど こ か に 行 こ う か と か 、 飲 みに

行こうとか、 特別 支 援 を 出 た 子 た ち に と っ て は 、 そ う い う 人 間関

係のつながり を持 つ こ と が で き に く い こ と が あ る と 思 う の で す。

そのときに、 例え ば 、 青 年 学 級 と い う も の が あ り ま す ね 。 そ のよ

うに、１か月 に１ 回 で も 集 ま る と こ ろ が あ っ て 、 み ん な と 会 うこ

とができて、 山に 行 く な ど 、 い ろ い ろ な 活 動 も あ る の で 、 そ うい

ったものは、 とて も 重 要 だ と 思 う の で す 。 特 別 支 援 を 高 校 ま でで

区切るのでは なく て 、 一 生 、 そ の 子 の 面 倒 と い う か 、 人 生 を 見守

りたいなと、すごく思うのですね。なので、青年学級については、

以前、私も相 談し た こ と が あ る の で す が 、 生 涯 学 習 の ほ う で 、企

画を立ててい ただ い た り も し て い る と 思 う の で す が 、 そ う い った

取組は、どな たが 始 め て も い い の で 、 障 が い を 持 っ た 子 ど も たち

が卒業をした 後に 、 楽 し く 生 活 で き る 場 が あ っ た ら い い な と いう

ことをすごく 、こ の 資 料 を 見 て い て 思 い ま し た の で 、 意 見 と して

申し上げました。  

 

澤 井 市 長  意見ということでよろしいですか。ほかにございますか。  

坂谷委員  

 

坂 谷 委 員  関 連 で 、 特 別 支 援 の 話 を さ せ て い た だ き た い と 思 い ま す 。 幼 稚

園・保育園に おけ る 巡 回 相 談 に つ き ま し て は 、 行 っ て い る 側 とし

ても大変有り 難い ご 意 見 を い た だ け た り 、 ま た 、 家 庭 と の 関 係性

等についても 、専 門 性 を 持 っ た 方 の ご 意 見 を い た だ け る こ と によ

って、家庭に つな げ や す か っ た り す る 点 が ご ざ い ま す の で 、 今後

も続けていた だき た い で す し 、 よ り 推 進 し て い た だ け れ ば と 思い

ます。ただ、 その 中 で 、 幼 稚 園 ・ 保 育 園 に お い て は 、 相 談 と いう

窓口があるわ けな の で す け れ ど も 、 例 え ば 、 就 学 前 の 人 口 、 ３、

４、５歳のと ころ で い き ま す と 、 各 年 齢 で ２ ０ 、 ３ ０ 人 ほ ど 、幼

稚園・保育園 に通 わ れ て い な い お 子 様 が い ら っ し ゃ い ま す 。 その

方々のところ にも 、 や は り 、 同 じ よ う に 特 別 な 支 援 が 必 要 な お子
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様というのが 、き っ と い る の で は な い か な と 思 い ま す 。 そ の 部分

についての、 相談 窓 口 と い う の が 、 実 際 の と こ ろ 、 家 庭 か ら 直接

来ればもちろ ん、 相 談 で き る わ け な の で す け れ ど も 、 そ う で ない

場合、そのま ま、 就 学 す る ま で 分 か ら な い ま ま に な っ て し ま いま

す。早期発見 ・早 期 対 応 と い う と こ ろ が 、 特 別 支 援 教 育 の 推 進に

とって、本当 に大 切 な 部 分 だ と 思 い ま す 。 そ の 点 に つ い て 、 何か

対策を取って いる こ と や 今 後 や っ て い く こ と が あ れ ば お 伺 い した

いと思います。  

 

澤 井 市 長  子ども家庭支援センター所長  

 

川久保子ども家庭支援  

センター所長 

早期発見の取組ということで、子ども家庭支援センターでは、毎

年４月から７ 月に か け て 、 幼 稚 園 と 保 育 園 を 巡 回 し て い ま す 。そ

の中で、こち らの ほ う で 、 ケ ー ス と し て 対 応 し て い る お 子 さ んの

状況の確認と 、気 に な る お 子 さ ん の 情 報 に つ い て も 、 情 報 共 有し

まして、必要 があ れ ば セ ン タ ー の 方 に つ な い で い る と い う 取 組を

しています。 今後 、 幼 稚 園 ・ 保 育 園 だ け で は な く て 、 学 校 の 巡回

のほうにも広 げて い き ま し て 、 事 業 と し て や っ て い き た い と 考え

ています。以上です。  

 

澤 井 市 長  よろしいですか。  

 

坂 谷 委 員  ありがとうございます。巡回はしていただいている。それ以外の

ところについてなのですけれども。  

 

澤 井 市 長  幼稚園・保育園に通っていない子どもたちに対してですね。  

 

坂 谷 委 員  はい。ちょっとこれは、私の推測でしかないのですが、もしかし

たら、早い時 期に 相 談 で き な か っ た こ と が 、 就 学 し た 後 、 集 団や

学校に馴染め ない と い う こ と に つ な が っ て 、 不 登 校 に つ な が る、

というような 悪循 環 が あ っ た り す る の で は な い か な と 、 こ れ は完

全に憶測ですけれども、そういったことについて、何か、就学前、

どこにも通っ てい な い 、 家 庭 で 育 っ て い る 子 ど も た ち へ の 対 応は

いかがでしょうか。  

 

澤 井 市 長   子ども家庭支援センター所長  
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川久保子ども家庭支援  

センター所長 

子ども家庭支援センターの取組ではないんですけれども、健康課

のほうで、先 ほど お 話 に も 出 ま し た 乳 幼 児 健 診 、 ３ 、 ４ か 月 、１

歳６か月検診 、３ 歳 児 検 診 の 中 で 、 気 に な る お 子 様 が い た 場 合に

は、子ども家 庭支 援 セ ン タ ー に も 情 報 を い た だ き ま し て 、 こ ちら

のほうで、必要な支援をする形をとっています。  

 

坂 谷 委 員  ありがとうございます。例えば、乳幼児、３歳児検診等で何か話

がありました か、 と 、 お 母 様 方 に 聞 い て も 、 な か な か そ こ で 、こ

ういうふうに 意見 が あ り ま し た と か 、 そ う い う こ と が 家 庭 か ら出

てくることは 、難 し い で す ね 。 そ れ は な ぜ か と い う と 、 言 っ てし

まうと子ども にレ ッ テ ル を 貼 ら れ る の で は な い か と い う 心 配 が非

常にあるのと 、や は り ほ か の 子 と 同 じ よ う に 育 て た い 、 同 じ よう

に見てほしいという親の思いがあるのかなと思います。その点で、

まだまだ市の 特別 支 援 教 育 と い う の が 、 本 当 に “ 特 別 ” な も のだ

と捉えられて しま っ て い る の か な と 思 い ま す 。 誰 で も 、 誰 に 対し

ても、という 意味 で 「 特 別 支 援 教 育 」 と い う も の が あ る は ず なの

ですけれども、特別視といいますか、“特別”なものだと捉えられ

てしまっているという現状があると思います。  

そ の 辺 り が 、 先 ほ ど お 話 に あ り ま し た 障 が い 認 定 と い う と こ ろ

で、加配を付 ける た め に は 、 医 師 の 診 断 書 が 必 要 で す 。 園 と して

は、加配を付 ける 、 こ の 子 に は 、 普 段 の 生 活 の 中 で 、 加 配 を 付け

たい、付ける こと で 、 そ の 子 自 身 が 落 ち 着 い て 過 ご せ る の だ けれ

ども、加配を 一人 付 け る と 、 そ の 部 分 の 人 件 費 が 発 生 し ま す が、

これは、その 補助 、 あ る い は お 金 が ほ し い か ら や る の で は な く、

子どものため に必 要 な こ と を す る た め に 必 要 な 部 分 な の で す 。た

だ、親として は医 療 機 関 に 行 く 、 診 断 書 を も ら う と い う の は とて

も高いハード ルに な ろ う か と 思 い ま す 。 そ の 点 で 、 普 段 、 巡 回相

談等をしてい る、 相 談 を し て い る 臨 床 心 理 士 の 方 と い う 、 ハ ード

ルの低いとい いま す か 、 身 構 え な く て も い い よ う な と こ ろ で の検

査で補助認定 が得 ら れ る と 、 そ の 子 ど も に と っ て の 、 早 期 対 応が

できるのではないかと思います。そのため、臨床心理士の方には、

これまで以上 にお 願 い を す る 部 分 が 増 え て し ま う と は 思 う の です

けれど、臨床 心理 士 の 体 制 の 増 強 等 に よ り 、 特 別 支 援 教 育 を 必要

とする児童に 対し て の 、 早 期 発 見 ・ 早 期 対 応 が 推 進 で き る の では

ないかと思います。これは意見になります。  
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澤 井 市 長  よろしいでしょうか。教育長  

 

私 市 教 育 長 先般、特別支援教育の検討委員会がありまして、その中で保護者

の方から、特 別支 援 で あ る と か 、 発 達 障 害 で あ る と い う 言 葉 に対

して、市民、 近隣 の 住 民 が 理 解 を し て い な い 、 知 ら な い と い うこ

とがある、ま た、 自 分 と し て は 早 く 子 ど も を 特 別 支 援 教 育 の 環境

に置きたいの だけ れ ど も 、 近 所 の 人 か ら 「 あ あ 、 あ な た の お 子さ

んはそういう とこ ろ に 行 く の で す か 」 と い っ た よ う な 、 蔑 視 的な

目で見られる こと が あ る と い う ご 発 言 が あ り ま し た 。 こ れ は 、教

育委員会とし て、 ま た 、 市 と し て も 、 も う 少 し 住 民 に 対 し て 、そ

の辺を理解し てい た だ く よ う な 情 報 発 信 を し な け れ ば い け な いと

いうことを非 常に 強 く 感 じ た と こ ろ で す 。 広 報 な り 何 な り で 、も

う少し、市民 に対 し て 、 特 別 支 援 と は こ う い う も の だ 、 と い うこ

とを、丁寧に 説明 し て い か な け れ ば な ら な い と 思 っ て い ま す 。意

見です。  

 

澤 井 市 長  認定してもらう方も、する方も、いろいろと気持ちの中に葛藤が

あると思って おり ま す 。 私 も 、 保 育 園 で 保 護 者 の 方 と 顔 を 合 わせ

たときに、健 常児 の 園 児 と 一 緒 が い い 、 障 が い 認 定 を さ れ る と、

先ほど、坂谷 委員 が 言 わ れ た よ う に 、 ど う し て も 、 先 生 が 一 対一

で付いたりす るの で 、 わ か っ て し ま う と い う 話 を 伺 っ た こ と があ

ります。園長 のほ う か ら も 、 認 定 を 受 け れ ば 、 こ う い う こ と もで

きるとアドバ イス す る そ う な の で す が 、 な か な か そ こ に 結 び 付か

ないことが実 際に あ り ま し た 。 お 父 さ ん と お 母 さ ん が ど の よ うに

判断をされるかが、一番重要かと思います。行政が勝手に行って、

こうしてくださいというのは、なかなか言えない部分があります。

先ほど教育長 も言 わ れ た よ う に 、 巡 回 に 対 し て は 、 い ろ い ろ な角

度での検討課題があろうかと思います。ほかにございますか。  

丹治委員  

 

丹 治 委 員  ２番目のですね、学力向上対策の強化という点で、今の特別支援

との絡みがあ るの で す が 、 こ こ で 言 わ れ て い る の が 巡 回 指 導 の教

員数です。平成２９年度が１５人ということで、専門性のある方々

だと思うので すが 、 こ ち ら の 方 々 は 、 特 に 、 免 許 状 で す ね 、 特別

支援教育を専 門に や ら れ て き た 方 な の か 、 そ の 辺 は い か が で しょ

うか。  
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澤 井 市 長  指導担当課長  

 

間嶋指導担当課長 必ずしも、特別支援教育の免許状を持っている先生ではございま

せん。  

 

澤 井 市 長  ほかにありますか。  

 

丹 治 委 員  そういった意味ですと、やはり、今現在は巡回指導の教員数が不

足していると 考え ら れ ま す 。 特 別 支 援 の 指 導 を し て み た い 、 改善

を図ってみたいという方は、教員の中にもおられるし、そういう、

特別支援教育 の担 当 教 員 と し て や り た い と い う 方 は 、 お そ ら く特

別支援教育の 免許 の な い 方 の 中 に も 含 ま れ て い る と 思 い ま す 。し

たがって、そ のよ う な 先 生 方 に 対 し て 、 こ こ で 挙 げ ら れ て い るよ

うに、是非、 充実 し た 研 修 を し て い た だ く こ と が 、 大 事 か な と思

います。  

そして、教育長の先ほどのお話のとおり、障がいのあるお子さん

たちに対する 理解 、 あ る い は 特 別 支 援 教 育 に 対 す る 理 解 が 進 んで

いないという こと を 私 も 感 じ ま す 。 そ う い っ た 意 味 で 、 一 般 市民

の方に対して 、特 別 支 援 教 育 の 理 解 促 進 が 大 事 か な と 思 い ま す。

そのような、 特別 支 援 教 育 理 解 教 育 、 そ こ を や は り 、 市 民 の 方に

理解を深めて いた だ く 方 法 を 、 是 非 、 講 じ て い っ て い た だ け れば

と思います。以上です。  

 

澤 井 市 長  市民の皆さんに、しっかりとご理解いただけるような形の対応、

連携が必要で ある と い う こ と で す が 、 こ れ に 対 し て 何 か あ り ます

か。   

指導担当課長  

 

間嶋指担当課長 最初に教員のことでございますが、本市では、都立あきる野学園

と共催で、夏 に研 修 を 行 う な ど し て お り ま す 。 そ の 中 に は 、 学校

の教員だけでなく、幼稚園・保育所の指導者も加えておりますし、

さらに、児童 館関 係 職 員 の 参 加 を 呼 び 掛 け る な ど し て 、 参 加 者の

拡大を図るよ うに し て お り ま す 。 研 修 の 中 に は 、 学 校 内 の 問 題だ

けではなく、 市や そ う い っ た 臨 床 心 理 士 、 都 立 あ き る 野 学 園 の専

門性のある方 々な ど を 講 師 と し て 、 お 呼 び し て い る と こ ろ で ござ

います。また 、市 民 へ の 理 解 教 育 に つ い て は 、 今 ま で の 取 組 とし
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て、まだまだ 至ら な い と こ ろ が あ る と 思 い ま す が 、 啓 発 活 動 とし

て、広報紙等 で平 成 １ ６ 年 度 以 降 、 定 期 的 に 伝 え て き た と こ ろで

ありますが、 もっ と も っ と 、 様 々 な 方 法 で 周 知 し て い く 必 要 があ

ると考えてお りま す 。 こ れ に つ い て は 、 先 ほ ど 、 教 育 長 か ら お話

があった検討委員会でも回答させていただきました。  

 

澤 井 市 長  丹治委員、よろしいですか。  

他に何かありますか。田野倉委員  

 

田 野 倉 委 員 巡 回 指 導 教 員 の 育 成 研 修 を 充 実 し て い く 必 要 が あ る と い う こ と

ですが、この 巡回 指 導 教 員 に な ら れ る 方 に 対 し て は 、 何 か 、 特別

な研修をして から 、 巡 回 指 導 教 員 に な る の で し ょ う か 。 あ き る野

市として、特 別支 援 に 関 す る 専 門 的 な 研 修 を し て か ら 、 巡 回 指導

教員になるよ うな 形 に な っ て い る の か 、 そ の 辺 を ち ょ っ と お 聞き

したいのですけれど。  

 

澤 井 市 長  指導担当部長  

 

鈴木指導担当部長 この教員の配置につきましては、ほかの一般の教員と同様に東京

都教育委員会 での 教 員 配 置 に な り ま す の で 、 あ き る 野 市 で 特 別支

援教育の研修 を受 け た 教 員 が 巡 回 指 導 教 員 に な る と い う 流 れ は、

仕組みとして ある わ け で は ご ざ い ま せ ん 。 一 般 の 教 員 の 配 置 と同

様に、特別支 援教 育 の 担 当 に な る と い う 配 置 に な り ま す 。 そ の配

置に当たって は、 一 定 の 具 申 を 行 う こ と は で き ま す が 、 東 京 都の

決定に従うという形で、教員が配置されております。  

 

澤 井 市 長  

 

田野倉委員  

田 野 倉 委 員 

 

そうしますと、本人から、自己申告というか、自分はそういう特

別支援の方を 重点 的 に 、 一 生 懸 命 や り た い の で 、 巡 回 指 導 教 員に

なりたいとい うよ う な 希 望 が あ っ て 、 あ き る 野 市 の ほ う で 、 こう

いった教員がいるという形で東京都に推薦して、東京都のほうが、

巡回指導教員 にこ の 方 を 配 置 し ま す と い う よ う な 流 れ も あ る ので

すか。  

 

澤 井 市 長  指導担当部長  



- 23 - 

鈴木指導担当部長 全ての教員がその流れで決まるわけではありませんけれど、一つ

の方法として、行うことができます。  

 

澤 井 市 長  田野倉委員  

 

田 野 倉 委 員 やはり、特別支援教育に対しては、この巡回指導教員はもちろん、

一般の教員の 方も 、 見 識 が 深 く な け れ ば な ら な い と 思 い ま す 。巡

回指導員にな られ た 方 に は 、 特 に 専 門 性 が 必 要 に な っ て き ま すよ

ね。そうする と、 実 際 に 巡 回 指 導 教 員 と し て 仕 事 を な さ っ て いる

先生に対して は、 あ き る 野 市 と し て 、 何 か 特 別 に 研 修 を し て いら

っしゃる、あ るい は 、 こ れ か ら し て い く と い う 予 定 は あ る の でし

ょうか。  

 

澤 井 市 長  指導担当課長  

 

間嶋指導担当課長 初任者、若手教員に関しては、当然、特別支援の割当ての教員も

おります。そ の場 合 に は 当 然 、 特 別 支 援 、 そ の 専 門 性 の 研 修 とい

うのが、通常 の教 育 と は 別 に 設 定 さ れ ま す 。 加 え て 、 本 市 独 自の

特別支援教室 の担 当 者 、 通 級 指 導 学 級 担 当 者 に つ き ま し て は 、連

絡会の中で常 に研 修 を 行 っ て お り ま し て 、 ベ テ ラ ン の 教 員 が 各学

校の取組を発 表し ま す の で 、 そ う い っ た と こ ろ か ら 、 自 分 の 学校

との違いや共 通点 を 見 出 し な が ら 、 見 識 を 深 め て い た だ く と いう

取組をしてお りま す 。 そ れ 以 外 に も 、 当 然 、 学 校 内 に お い て は、

オン・ザ・ジ ョブ ・ ト レ ー ニ ン グ 、 い わ ゆ る Ｏ Ｊ Ｔ を 実 施 し 、各

学校内での研 修の 充 実 を 図 る 取 組 を 行 っ て お り ま す 。 こ れ に 対し

て、夏及び冬 に我 々 の ほ う で 各 学 校 を 回 り 、 ど の よ う な 取 組 を行

っているか、確認させてもらっています。  

 

澤 井 市 長  よろしいですか。指導担当部長  

 

鈴木指導担当部長 補足いたします。本市だけではありませんが、特に本市では、特

別支援学級、 特別 支 援 教 室 等 の 担 当 教 員 の 専 門 性 を 高 め る こ とは

もちろん、通 常の 学 級 の 教 員 を 含 め た 全 て の 教 員 が 特 別 支 援 教育

に関する理解 を深 め て 、 そ の 専 門 性 を 高 め な が ら 指 導 に 当 た るこ

とが重要だと 考え て お り ま す 。 本 市 の 研 修 の 体 制 の 中 で は 、 特別

支援教育の研 修の 機 会 を 多 く 設 け て お り ま す の で 、 全 教 員 が その
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力を高めて、 対応 し て い け る よ う に 今 後 も 進 め て い き た い と 考え

ております。  

 

澤 井 市 長  他にございませんか。丹治委員  

 

丹 治 委 員  解決の視点ということで、今現在の組織体制を作られているとい

うことなので すが 、 特 に 日 頃 の 特 別 支 援 教 育 も そ う で す し 、 ある

いは、学力向 上対 策 も そ う で す し 、 こ こ に 挙 げ ら れ て い る 三 つの

課題というの は、 か な り 重 た い 課 題 だ と 思 い ま す 。 そ う い っ た中

で、各学校の 教職 員 そ れ ぞ れ に 日 夜 頑 張 っ て い た だ い て い る ので

すが、今、こ こで や っ と 、 働 き 方 改 革 の 中 で 、 教 員 の 働 き 方 を何

とか改善しな くて は な ら な い と い う 動 き が 出 て き た と 思 い ま す。

その中で、今 現在 、 視 点 と し て 挙 げ ら れ て お り ま す が 、 今 後 、市

としては、ど のよ う な 角 度 か ら 考 え て い く の か 、 そ の 辺 に つ いて

我々も知恵を 絞ら な け れ ば な ら な い の で す が 、 お 聞 か せ い た だけ

ればと思います。  

 

澤 井 市 長  指導担当部長  

 

鈴木指導担当部長 働き方改革に関する取組につきましては、今年度中に本市の取組

を整理する予 定で ご ざ い ま す 。 本 日 の 「 多 様 な 教 育 課 題 に 対 する

体制づくり」 に絡 め た 部 分 で 申 し 上 げ ま す と 、 現 行 の 組 織 体 制に

あるような教 育相 談 所 、 適 応 指 導 教 室 、 教 職 員 研 修 セ ン タ ー 、こ

ういった関係 機関 が 学 校 を 支 え る こ と に よ っ て 、 全 て の 対 応 を教

員が一人で抱 える 、 教 員 個 人 が 抱 え た り 、 学 校 だ け で 抱 え た りす

ることがない よう に す る こ と が 、 大 き な 意 味 で の 働 き 方 改 革 につ

ながると考えております。以上でございます。  

 

澤 井 市 長  

 

よろしいですか。何かあればどうぞ。  

丹 治 委 員  これについて、学校現場では、従来から取り組んできているし、

学校だけでは どう に も な ら な い と い う こ と で 、 市 の 福 祉 担 当 課に

相談したり、 ある い は 、 学 校 ボ ラ ン テ ィ ア と い わ れ る よ う な 、部

活動の指導員を配置していただいたりする中で、仕事量としては、

今まで見えな かっ た も の が 、 逆 に 見 え る こ と に よ っ て 、 次 々 に新

たな課題が出 て、 従 来 の 支 援 だ け で は 足 り な く な っ て き て い るの
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ではないかと 思い ま す 。 抜 本 的 に 、 何 か 新 し い も の が 考 え ら れな

いかどうかと 思っ て い る の で す け れ ど も 。 意 見 も 含 め て な の です

が。  

 

澤 井 市 長  特に、働き方というのは、大きな課題になると思います。  

何か、教育長のほうでご意見ありますか。  

 

私 市 教 育 長 この教員の働き改革については、東京都も本気になって取り組ん

でおります。 具体 的 に は 、 平 成 ３ ０ 年 度 の 予 算 の 中 に 反 映 を する

ということに なっ て お り ま す 。 内 容 に つ い て は 、 ま だ 、 こ れ から

なのですけれ ども 、 そ れ に 向 け て 先 ほ ど 指 導 担 当 部 長 か ら お 話が

ありましたよ うに 、 今 年 度 中 、 平 成 ２ ９ 年 度 中 に あ き る 野 市 の働

き方改革に向 けて の 実 施 計 画 を 策 定 し ま す の で 、 そ れ を も っ て、

東京都の支援をいただきながら、具体的な施策に取り組むと、今、

そのように考えているところでございます。  

先ほど丹治委員からお話がありましたように、部活動の補助員で

あるとか、い ろい ろ な 意 味 で の メ ニ ュ ー が あ る と 思 い ま す の で、

それを適切に活用していきたいと思っております。  

 

澤 井 市 長  

 

田野倉委員  

田 野 倉 委 員  今、教育長と丹治委員からもお話がありましたが、本当に学校の

先生が忙し過 ぎる と 思 い ま す 。 今 ま で だ っ た ら 、 家 庭 や 地 域 が担

っていたであ ろう こ と も 、 学 校 に 押 し 付 け ら れ て い る よ う な イメ

ージがありま す。 そ れ を 解 決 す る た め に 、 今 言 っ た よ う な 体 制づ

くりをやって 、抱 え 込 む こ と が な い よ う に と い う の も 、 も ち ろん

なのですが、 やは り も っ と 、 外 部 、 学 校 以 外 の 、 ほ か の と こ ろに

仕事を割り振 って い く 、 委 託 し て い く と い う の も 一 つ の 方 法 かと

思います。  

部活動に関しては、毎日、放課後に部活動があって、土日も部活

動があって、 先生 の 家 庭 生 活 、 プ ラ イ ベ ー ト の 時 間 が 全 く な いと

いうような方 もい ら っ し ゃ る と お 聞 き し て い ま す 。 も う 少 し 、先

生に対する負 担を ど う し た ら 減 ら し て い け る か と い う の を 、 考え

ていかなけれ ばな ら な い か な と 思 い ま す 。 部 活 動 に 関 し て は 、外

部指導員など を活 用 し て い る と こ ろ も あ る よ う で す が 、 せ っ かく

あきる野市に いる の で 、 地 域 の 人 材 を 活 用 し て 、 地 域 の 中 か ら子
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どもたちのた めに 役 立 ち た い と い う 方 を 取 り 込 み な が ら や っ てい

くような形にしていくと、非常にいいのかなと思います。実際に、

放課後子ども 教室 で す と か 、 地 域 の 方 の お 力 で う ま く 機 能 し て、

放課後の子ど もの 居 場 所 に な っ て い る と い う と こ ろ も あ る と 思い

ます。いろい ろと み ん な で 知 恵 を 出 し 合 い な が ら 、 地 域 の 方 の力

も借りて、も うち ょ っ と 学 校 の 先 生 方 が 働 き や す い 環 境 を 整 えて

いくというも一つの視点かなと思います。以上です。  

 

澤 井 市 長  これについて何かありますか。生涯学習推進課長  

 

松島生涯学習推進課長 地域の方々との連携ということで、挙げていただきました放課後

子ども教室で すが 、 こ の 取 組 は 今 年 度 、 実 施 校 を １ 校 増 や し て、

５校になりま した 。 隔 年 で 、 １ 校 ず つ 増 や し て い く 方 針 に 基 づい

て進めており、地域の方と連携しながら、実施しています。また、

学校支援地域 本部 事 業 に つ い て も 、 今 年 が ６ 校 、 来 年 度 も ま た６

校の予定でご ざい ま す 。 各 学 校 内 の 整 備 や 見 守 り 、 場 合 に よ って

は、学力向上 に関 す る 取 組 も 含 め て 対 応 い た だ く 事 業 を 進 め させ

ていただいております。  

また、東京都においても、これから、青少年の健全育成の地区委

員会などにも 加わ っ て 事 業 を 展 開 し て い く 動 き も 出 て お り ま すの

で、今後、生 涯学 習 推 進 課 と い た し ま し て も 、 地 域 の 方 々 に ご協

力いただきながら進めてまいりたいと思います。  

 

澤 井 市 長  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

よろしいでしょうか。皆さん、貴重なご意見をいただき本当にあ

りがとうございました。  

子どもたちは、あきる野の宝でございますので、この宝を大事に

育てていくた めに は 、 一 人 一 人 の 個 性 を 十 分 に ご 理 解 い た だ くと

ともに、必要 なと き に 必 要 な 支 援 が で き る 体 制 づ く り が 重 要 であ

ると思っております。  

変化の激しい社会の中でございます。特に、子どもたちのニーズ、

それから社会 ニー ズ は 著 し く 変 化 し 、 対 応 も 非 常 に 厳 し く な ると

思っておりま す。 こ の 変 化 の 中 に お い て 、 変 わ ら な い も の も あり

ますが、いつ まで も 全 て が 同 じ で は な い と い う こ と を 常 に 意 識し

ていなければいけないと感じています。  

本日、多様な３議題について、有意義な議論を行う中で、現状の

支援体制の成 果と 課 題 を 明 確 に し 、 多 様 化 す る 教 育 課 題 に 対 応で
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きるようより よい 体 制 づ く り を 検 討 す る 必 要 が あ る と 、 改 め て感

じました。  

市長といたしましても、本日皆様方からいただいた貴重な意見な

どを十分踏まえながら、課題解決に向けた組織体制づくりを始め、

既存の公共施 設等 の 一 層 の 活 用 や 適 正 な 配 置 、 ま た 、 組 織 体 制に

ついても十分に検討を行う必要があると考えております。  

そこで、早急に庁内 等で 検討 チー ム を作 り、「 多 様な 教育 課 題に

対する体制づ くり 」 に つ い て 、 検 討 を さ せ て い た だ き た い と 思い

ます。これに つい て 、 で き れ ば 、 一 つ の 目 途 と し て 年 内 を 目 途に

進めさせていただければ有り難いと思っております。  

皆様いかがでしょうか。よろしいでしょうか。  

 

（※委員から「異議なし」の声）  

 

ありがとうございます。   

それでは、検討を進めさせていただきたいと思います。  

検討結果につきましては、この総合教育会議の中でご報告をさせ

ていただきますので、よろしくお願い申し上げます。  

次に、協議・調整事 項の 「（ ２） その 他 」で ござ いま す が、 委員

の皆様、また、事務局の方から何かあればよろしくお願いします。 

委員さんの方は、よろしいでしょうか。はい。事務局のほうで、

何かその他あ りま す か 。 よ ろ し い で す か 。 な い よ う で す の で 、協

議・調整事項については、終了させていただきます。  

最後になりますが、「４  報告事項」に入らせていただきます。  

４の報告事項で、「 子育 て支 援拠 点 施設 の整 備と 子育 て 支援 の取

組の推進について」であります。  

それでは、子ども家庭支援センター所長からご説明いたします。 

 

川久保子ども家庭支援  

センター所長 

 

それでは、子育て支援拠点施設の整備と子育て支援の取組の推進

について、ご報告をさせていただきます。  

お手元に資料２をご用意ください。  

始めに「子育て支援拠点施設について」でございます。  

市では、平成２８年度に第一期工事、平成２９年度に第二期工事

を実施し、あ きる 野 ル ピ ア ２ 階 に 子 育 て 支 援 の 拠 点 施 設 を 整 備い

たしました。  

拠 点 施 設 に は 平 成 ２ ９ 年 ２ 月 か ら 順 次 、 窓 口 を 開 設 い た し ま し
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て、現在、資 料に お 示 し の と お り の 体 制 と な っ て お り ま す 。 各窓

口が互いに連 携し 、 多 様 な ニ ー ズ に 、 ワ ン ス ト ッ プ で 対 応 し てい

ます。  

窓口は四つございます。図の左側の子ども家庭支援センター、図

の右側上、子 育て 支 援 総 合 窓 口 と 母 子 保 健 担 当 窓 口 、 そ の 斜 め下

のファミリー・サポート・センターです。更に、昨年１０月には、

「子育てひろば  ここるの」をオープンいたしまして、４月からは

乳幼児一時預 かり 事 業 も 実 施 い た し ま す 。 写 真 は 上 が 、 母 子 保健

担当窓口での対応の様子です。下が「子育てひろば  ここるの」の

様子です。子育て支援総合窓口と母子保健担当窓口を併せまして、

子育て世代包 括支 援 セ ン タ ー の 機 能 を 果 た す も の で 、 母 子 保 健担

当窓口では、 妊娠 ・ 出 産 期 の 相 談 や 乳 幼 児 の 健 康 相 談 、 総 合 窓口

では、子育て 世代 全 般 に わ た っ て の 情 報 提 供 や サ ー ビ ス の 案 内を

行うなど、相 談の 入 り 口 と し て 切 れ 目 の な い 支 援 を 行 う 体 制 とな

っています。 この よ う な 関 わ り の 中 で 、 更 に 専 門 的 な 相 談 や 継続

的な支援が必 要な 場 合 に は 、 す ぐ 隣 に ご ざ い ま す 、 子 ど も 家 庭支

援センターに つな い で 、 ニ ー ズ に 合 っ た 相 談 対 応 を そ の 場 で 行う

ことができます。  

子ども家庭支援センターでは、１７歳までの子どもと家庭のあら

ゆる相談に対 応し て お り ま す 。 児 童 虐 待 の 相 談 や 対 応 な ど も 行っ

ています。子 育て 世 代 包 括 支 援 セ ン タ ー は 国 の 方 針 で 、 全 国 的な

展開をされて いる 制 度 で す 。 ま た 、 子 ど も 家 庭 支 援 セ ン タ ー は東

京都独自の制 度で ご ざ い ま す 。 こ の 二 つ の 機 能 が 、 同 じ 施 設 に集

約されている のは 、 あ き る 野 市 の 特 徴 で 、 す ぐ に 連 携 で き る とい

うことで、大きな強みであると考えております。  

また、ファミリー・サポート・センターでは、外出時の子どもの

一時預かりや 、保 育 園 ・ 幼 稚 園 な ど の 送 迎 、 そ の 前 後 の 預 か りな

ど、育児の援 助を 依 頼 し た い 依 頼 会 員 さ ん と 、 援 助 を し て も よい

という援助会 員さ ん の 、 会 員 相 互 の 援 助 活 動 を 支 援 す る た め の窓

口でございま す。 専 門 の ア ド バ イ ザ ー が 会 員 さ ん 同 士 の マ ッ チン

グなどを行っております。  

この全施設の愛称は 「あ きる 野子 育 てス テー ショ ン  ここ る の」

といたしまし て、 多 く の 方 に 親 し み を も っ て ご 利 用 い た だ い てお

ります。この 愛称 に つ き ま し て は 、 昨 年 ４ 月 か ら ５ 月 に 、 職 員の

募集をかけま して 、 ５ ９ 件 の 提 案 が あ り ま し た 。 そ の 中 で 、 職員

とルピア１階の「子育てひろば  あきる野っ子」の利用者の方から
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の投票結果を 受け ま し て 、 こ の 「 こ こ る の 」 に 決 定 を い た し まし

た 。 こ の 意 味 合 い と い た し ま し て は 、 利 用 者 と 施 設 職 員 を 結 ぶ

「 心 」、 い つ で も こ こ に 来 て ほ し い と い う 意 味 合 い を 込 め て 「 こ

こ」、そして、「あきる野」を表す「るの」を付けまして、「ここる

の」といたしました。  

 今後、各窓 口の 連 携 を 強 化 す る と と も に 、 ４ 月 に は 乳 幼 児 一時

預かり事業や 公立 阿 伎 留 医 療 セ ン タ ー で の 病 児 ・ 病 後 児 保 育 事業

をスタートさ せる な ど 、 拠 点 施 設 を 中 心 に 子 育 て 支 援 の 取 組 を更

に推進してまいりたいと思います。  

続きまして、「秋 川 流域 病児 ・病 後 児保 育室 の開 設に つ いて 」に

移ります。こ の事 業 は 、 あ き る 野 市 ・ 日 の 出 町 ・ 檜 原 村 の 秋 川流

域３市町村が 連携 し 、 公 立 阿 伎 留 医 療 セ ン タ ー 敷 地 内 に 整 備 し、

保育室を広域 利用 す る も の で 、 ４ 月 に 開 設 い た し ま す 。 こ の 施設

を利用できる 児童 は 、 生 後 ６ か 月 か ら 小 学 校 ３ 年 生 ま で で 、 ３市

町村では８， ３８ ２ 人 の 対 象 児 童 が い ま す 。 １ 日 の 定 員 は お おむ

ね６人とし、１年間で６００人の利用を見込んでおります。  

写真は、保育室の外観と内部の様子です。多摩産材を多く利用し、

日差しを取り 入れ て 、 明 る く ぬ く も り の あ る 保 育 室 に な っ て おり

ます。保育室 は病 院 の 敷 地 の 北 側 に ご ざ い ま す の で 、 病 院 に 事業

委託すること で、 医 師 の 巡 回 や 看 護 師 の 配 置 を い た し ま し て 、緊

急時の対応な ど、 安 心 し て 保 育 室 を ご 利 用 い た だ け る も の と 考え

ております。 共働 き 世 帯 が 増 加 し 、 働 き 方 が 多 様 に な る 中 、 仕事

と子育ての両 立、 こ う い っ た こ と も 支 援 し て い き た い と 考 え てお

ります。   

 この事業も 、子 ど も 家 庭 支 援 セ ン タ ー が 担 当 し ま す の で 、 各施

設、各窓口と も連 携 い た し ま し て 、 取 り 組 ん で い き た い と 考 えて

おります。報告は以上でございます。  

 

澤 井 市 長  ただ今、子育て支援拠点の整備と子育て支援の取組の推進につい

て、資料２を基に説明がございました。「ここるの」と秋川流域病

児・病後児保 育室 の 二 つ の 施 設 の 説 明 が あ り ま し た が 、 こ れ につ

いて皆様、ご質問ありますか。小西委員  

 

小 西 委 員  ルピアの２階の「ここるの」なのですけれども、この前、初めて

通りましたら 、以 前 、 商 業 施 設 が 多 く 入 っ て い た 頃 の 人 の 流 れと

全然違う形に なり ま し た ね 。 少 し 違 和 感 が あ っ た の は 、 マ ジ ック
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ミラーのよう なも の が 、 全 部 、 お 部 屋 の 壁 に 貼 ら れ て い て 、 外か

らは中が見え ない 。 で も 、 中 か ら は 外 の こ と が 見 え る の だ と 思う

のですけれど、とても通りにくかったのです。  

 どのような 経緯 で あ の よ う な 形 に し た の か な と 、 ち ょ っ と 疑問

を感じたのですけれども。いいでしょうか。お願いいたします。  

 

澤 井 市 長  子ども政策課長  

 

岡部子ども政策課長  工事の段階で担当しておりましたので、私のほうから、お答えさ

せていただきます。  

マジックミラーという意味ではなかったんですが、外からのぞか

れないように、という趣旨で窓に貼るフィルムを選定したところ、

明るさを残し たま ま 、 外 か ら の ぞ き 込 ま れ に く い と い う こ と で、

そのようなものを設定いたしました。  

 

小 西 委 員  見えないので、かえってのぞきたくなっちゃったのですね。  

この部屋は何だろうという形で、顔を近づけてしまった。もし、

中に人がいた ら、 と て も お か し い な と 思 い ま し た 。 そ の た め 、何

気なく素通り する し か な い よ う な 、 そ の よ う な 雰 囲 気 を 感 じ たの

で、どういう 作り 方 を し た の か 、 と て も 気 に な り 、 お 伺 い し まし

た。ありがとうございます。  

 

澤 井 市 長  ほかにありますか。田野倉委員  

 

田 野 倉 委 員  この「ここるの」ができたことで、妊娠中から子育てをする方に

とっては、悩 みを 気 軽 に 相 談 で き る す ご く い い と こ ろ が で き たな

と思います。「ここるの」に関しては、もちろん広報等で周知する

ような形を採 って い ら っ し ゃ る と 思 う の で す け れ ど 、 先 ほ ど おっ

しゃっていた 乳幼 児 健 診 な ど で 、 こ う い っ た も の の お 知 ら せ は、

されているのですか。  

 

澤 井 市 長  子ども家庭支援センター所長  

 

川久保子ども家庭支援  

センター所長 

乳幼児検診を受ける方にも、案内をお配りしています。  

 

澤 井 市 長  よろしいですか。ほかにございませんか。坂谷委員  
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坂 谷 委 員  病児・病後児保育室が開設されるということで、こういう施設が

このまちにで きる と い う の は 、 助 か る 人 が 非 常 に 多 い の で は ない

かなとも思い ます 。 い い な と 思 う わ け な の で す け れ ど も 、 利 用に

当たって、事 前に 登 録 す る な ど と い う の が 、 か な り 難 し い と 思う

のです。なぜ かと い う と 、 病 児 ・ 病 後 児 で す か ら 、 い つ 病 気 にか

かるかという のが 分 か ら な い 。 こ れ は 、 そ の 日 そ の と き に 、 申し

込めるものな ので し ょ う か 。 ち ょ っ と 実 務 的 な 部 分 に な っ て しま

い、今から質 問す る よ う な こ と で は な い か も し れ な い の で す けれ

ど、どのよう に受 け 入 れ る の か と い う こ と と 、 や は り 先 ほ ど から

ありましたと おり 、 支 援 の 必 要 な 方 と い う の も 、 も ち ろ ん 利 用さ

れることにな ろう か と 思 う の で 、 こ の 人 は だ め だ と い う わ け には

いかないと思 うの で す が 、 そ の 辺 の 体 制 づ く り は か な り 必 要 にな

るかと思います。どのように考えていらっしゃるのでしょうか。  

 

澤 井 市 長  子ども家庭支援センター所長  

 

川久保子ども家庭支援  

センター所長 

 

利用の仕方ということになりますと、基本的には事前に、１日前

までにご連絡 をい た だ い て 、 予 約 に つ い て も １ 日 前 ま で に 来 てい

ただく形にな りま す 。 や む を 得 な い 場 合 も ご ざ い ま す の で 、 そう

いった場合には、個別での対応を考えております。  

ただ、利用に当たっては、医師からの情報提供書というものが必  

要になります ので 、 必 ず 受 診 を し て い た だ い て 、 ご 利 用 い た だく

という段取りになります。  

職員の配置につきましては、看護師を１人、保育士を２人という

ことで考えて いま す 。 定 員 が ６ 人 に な り ま す の で 、 支 援 が 必 要な

方に対しまし ても 、 そ の 日 の 定 員 の 中 で 対 応 で き る と い う 状 況で

あれば、受入 れを し て い き た い と 考 え て お り ま す 。 基 本 的 に は、

受け入れる方向で考えています。  

 

澤 井 市 長  よろしいですか。小西委員  

 

小 西 委 員  また、同じようなことなのですけれども、赤ちゃんを初めて産ん

だお母さんの 中に は 、 こ の 育 て 方 で い い の か な と 悩 む 人 は す ごく

多いのですね。そういうときに、私が、先ほどの違和感の部分は、

例えば、立川 もそ う な の で す が 、 子 育 て ひ ろ ば 施 設 の 壁 が ガ ラス

張りなのです。外からも見られるので、いろいろな方が見て、「可



- 32 - 

 

愛いな」って 、み ん な に こ に こ 、 通 る 人 た ち も 、 に こ に こ す るの

ですけれども、その中で、行ってみようかなというお母さんは、「中

が見えるから 、入 っ て み た い 」 と い う 感 じ が あ っ た の で す ね 。閉

鎖されてしま う、 囲 わ れ て し ま う と 、 か え っ て 、 敷 居 が 高 く なっ

て気軽に遊び に行 け ず 、 少 し ち ゅ う ち ょ し て し ま う と い う の が、

あるのではな いか な と 思 い ま し た 。 そ う で は な く 、 気 軽 に 親 子で

遊びに行ける 場所 に し た い な と 私 は 思 う の で す ね 。 だ か ら 、 その

点で、催し物 があ る 場 合 も 、 一 般 の 家 庭 に こ う い う も の が あ りま

すよ、見てく ださ い と い う こ と を 、 お 披 露 目 を す る べ き だ と 思い

ました。以上です。  

 

澤 井 市 長  意見ということでよろしいですか。ありがとうございました。ほ

かにご質問は ない よ う で す ね 。 本 日 は 、 長 時 間 に わ た り ま し て、

皆様、本当にありがとうございました。  

今後も、あきる野の教育、子育てについて、皆様と一緒に発展的

な話合いがで きれ ば 幸 い と 考 え て お り ま す の で 、 何 と ぞ 、 よ ろし

くお願いいたします。  

それでは、以上をもちまして、平成２９年度第１回あきる野市総

合教育会議を閉会させていただきます。   

長時間にわたり、お疲れ様でした。  


